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１【提出理由】

当社は、2025年８月28日の定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の５第４

項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本報告書を提出するものでありま

す。

 

２【報告内容】

 

(1) 株主総会が開催された年月日

2025年８月28日

 

(2) 決議事項の内容

第１号議案　剰余金処分の件

１．剰余金の処分に関する事項

繰越利益剰余金の繰越損失を解消し、財務体質の健全化を図るため、任意積立金の一部を取崩し、以下のと

おりとする。

①減少する剰余金の項目とその額

　任意積立金　　　1,000,000,000円

②増加する剰余金の項目とその額

　繰越利益剰余金　1,000,000,000円

 
２．期末配当に関する事項

①配当財産の種類

金銭

②配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金３円63銭　総額：27,899,244円

③剰余金の配当が効力を生じる日

2025年８月29日

 
第２号議案　定款一部変更の件

１．変更の理由

（１）当社の事業内容の拡大及び多様化に対応するため、現行定款第２条（目的）に事業目的の追加を行う。

（２）当社の事業年度を毎年３月１日から翌年２月末日までに変更することに伴い、現行定款第11条、第41

条、第42条及び第43条に所要の変更を行い、事業年度の変更に伴う経過措置として、新たに附則を設ける。
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２．変更の内容

変更の内容は次のとおりであります。

（下線は変更部分を示します。）

現行定款 変更案

（目的）

第２条　当会社は、次の事業を営むことを目的とす
る。

 

１. ～ 16. （条文省略）
 

 （新設）

 （新設）

17. ～ 22. （条文省略）
 

（基準日）

第11条 当会社は、毎年５月31日の最終の株

主名簿に記載または記録された議決権を有する株主を

もって、その事業年度に関する定時株主総会において権

利を行使することができる株主とする。

② （条文省略）

第 12 条～第 40 条（条文省略）

 
（事業年度）

第41条 当会社の事業年度は、毎年６月１日から翌年５月

31日までとする。

 
（期末配当金）

第42条 当会社は株主総会の決議によって毎年５月31日の

最終の株主名簿に記載または記録された株主または登録

株式質権者に対し金銭による剰余金の配当（以下「期末

配当金」という。）を支払う。

 
（中間配当金）

第43条 当会社は、取締役会の決議によって、毎年11月30

日の最終の株主名簿に記載または記録された株主または

登録株式質権者に対し、会社法第454条第５項に定める剰

余金の配当（以下「中間配当金」という。）をすること

ができる。

 
 

（新        設）

（目的）

第２条 （現行どおり）

  
 

１. ～ 16. （現行どおり）
 

17. 学童保育事業  
18. 職業訓練事業  
19. ～ 24. （現行どおり）

 

（基準日）

第11条 当会社は、毎年２月末日の最終の株主名簿に記載

または記録された議決権を有する株主をもって、その事

業年度に関する定時株主総会において権利を行使するこ

とができる株主とする。

② （現行どおり）

第 12 条～第 40 条（現行どおり）

 
（事業年度）

第41条 当会社の事業年度は、毎年３月１日から翌年２月

末日までとする。

 
（期末配当金）

第42条 当会社は株主総会の決議によって毎年２月末日の

最終の株主名簿に記載または記録された株主または登録

株式質権者に対し金銭による剰余金の配当（以下「期末

配当金」という。）を支払う。

 
（中間配当金）

第43条 当会社は、取締役会の決議によって、毎年８月31

日の最終の株主名簿に記載または記録された株主または

登録株式質権者に対し、会社法第454条第５項に定める剰

余金の配当（以下「中間配当金」という。）をすること

ができる。

 
附 則

（事業年度に関する経過措置）

1. 第41条（事業年度）の規定にかかわらず、2025年６月

１日から始まる第46期事業年度は、2026年２月28日まで

の９ヵ月間とする。

 
2. 第43条（中間配当）の規定に関わらず、第46期事業年

度の中間配当の基準日は、2025年11月30日とする。

 
3. 本附則は、第46期事業年度終了後これを削除する。
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第３号議案　取締役（監査等委員であるものを除く。）８名選任の件

取締役として立木康之、松本敏照、樽井みどり、上坊孝次、関隆彦、青松武志、田中亨、松原博之を選任

する。

 
第４号議案　監査等委員である取締役３名選任の件

監査等委員である取締役として市原洋晴、竹内由起、山田洋平を選任する。

 

第５号議案　退任監査等委員である取締役に対する退職慰労金贈呈の件

本総会終結の時をもって退任する監査等委員である取締役１名に対し、退職慰労金を当社所定の基準に従

い相当額の範囲内で贈呈することとし、その具体的金額、贈呈の時期及び方法等は監査等委員である取締役

の協議に一任する。

 
第６号議案　資本準備金および利益準備金の額の減少の件

会社法第448条第1項の規定に基づき、資本準備金および利益準備金の額を減少する。

①減少する資本準備金および利益準備金の額

資本準備金 263,954,000円 のうち 131,977,000円

利益準備金 41,000,000円 のうち 20,500,000円
 

②増加する剰余金の額

その他資本剰余金 131,977,000円

繰越利益剰余金 20,500,000円
 

③資本準備金および利益準備金の額の減少がその効力を生ずる日
2025年10月31日

 
(3) 決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件並

びに当該決議の結果

 

決議事項
賛成数
(個)

反対数
(個)

棄権数
(個)

可決要件
決議の結果及び
賛成(反対)割合

(％)

第１号議案 62,035 159 0 (注)１ 可決 99.00

第２号議案 62,065 129 0 (注)２ 可決 99.05

第３号議案    

(注)３

  

立木康之
松本敏照
樽井みどり
上坊孝次
関隆彦
青松武志
田中亨
松原博之

61,987
61,963
61,658
62,040
62,000
62,008
61,670
62,038

207
231
536
154
194
186
524
156

0
0
0
0
0
0
0
0

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

98.92
98.88
98.40
99.01
98.94
98.95
98.42
99.00

第４号議案    

(注)３

  

市原洋晴
竹内由起
山田洋平

62,044
62,045
61.983

150
149
211

0
0
0

可決
可決
可決

99.01
99.01
98.91

第５号議案 61,652 542 0 (注)１ 可決 98.39

第６号議案 62,042 152 0 (注)１ 可決 99.01
 

(注)１．出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成による。

２．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の議

決権の３分の２以上の賛成による。

３．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の議

決権の過半数の賛成による。

 

(4) 株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

本総会前日までの事前行使分及び当日出席の一部の株主のうち賛否に関して確認できたものを合計したことによ
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り、決議事項の可決又は否決が明らかになったため、本総会当日出席の株主のうち、賛成、反対及び棄権の確認が

できていない議決権数は加算しておりません。
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